
  令和６年度 もとす教育者道徳研究会役員・理事 

顧 問  林  明夫 北方町教育委員 

会 長  森山 政紀 岐阜県モラロジー協議会事務局長 

副会長  清水 季代 瑞穂市立本田小学校教頭 

    登尾 裕美 本巣市立本巣中学校教頭 

大塚 康正 北方町立南学園教頭 

神谷  肇 岐阜もとすモラロジー事務所顧問 

書 記  森山 政紀 兼務 

会 計  大野 琴美 本巣市子どもセンター所長 

監 査  神原 重典 岐阜もとすモラロジー事務所顧問 

神谷 美里 岐阜もとすモラロジー事務所女性ク担当 

理 事  伊藤 智子 瑞穂市立本田小学校校長 

北川 真司 本巣市立土貴野小学校校長 

森  健治 岐阜もとすモラロジー事務所副代表 

    ※今年度、北方町道徳部会顧問の理事枠は空席 

   令和６年度 今後の主な活動計画 

 ７月２６日（金）第６１回岐阜県道徳教育研究会岐阜羽島会場 

    １３：００ 羽島市福祉ふれあい会館 

 ※申込連絡者の参加費（千円）を岐阜もとす事務所・本会が負担。 

１１月１４日（木）本田小学校研究発表会 

１２月２１日（土）役員・理事会 １７：００ 北方町きらり会議室 

 ２月２２日（土）実践研究会  １０：００ 北方町きらり会議室 

 ※市町を代表し道徳教育の実践発表してくださる方を募集します。

自薦・他薦大歓迎（瑞穂市・本巣市・北方町を代表して） 

 ◎活動報告の「会報」を年３回、発行・配布の予定です。 

発行・配付の予定です。 

 

 

 

 

   

 

 令和６年７月１３日（土）午前 10 時～、もとす教育者道徳研究会 

総会並びに講演会を、北方町コミュニティセンター２階会議室におい 

て行いました。興味深い講演会の開催もあり 13 名の会となりました。 

ご多用中にも拘らず参加していただき、誠に有難うございました。 

まずは総会です。進行を登尾副会長が担当、挨拶と役員紹介を森山 

会長、参加者の自己紹介の後、昨年度事業報告・今年度活動案を森山 

書記、会計報告・予算案を大野会計が行い、会計監査は神谷副会長が 

代行しました。それぞれが拍手で承認されました。 

 森山会長の挨拶要旨「この会は旧本巣郡２市１町にお住まいかお勤 

めの方でつくる（生き方を考える）会です。各市町教育委員会はじめ 

小中校長会、岐阜もとすモラロジー事務所等多くの方々に支えられ、 

16 年目を迎えました。公益財団法人モラロジー道徳教育財団は、品性 

向上の自己研鑽、学校等の道徳教育支援、道経一体『三方よし』実践 

の３活動で社会貢献をめざします。新札発行の年ですが、創始者廣池 

千九郎博士は、同時代を生きた渋沢栄一・津田梅子・北里柴三郎各氏 

との深い接点があります…。『道徳で人と社会を幸せに』を合い言葉に 

微力ながら今年も地元のお役に立つよう頑張っていきたいと思います」 

 

 

 

 

 

順に登尾副会長、大野会計、神谷副会長、森山会長 

   



  ②菩薩（ぼさつ）…悟りを開く前のお釈迦様の姿です。 

 未来仏としての弥勒菩薩、理智を象徴する普賢菩薩・ 

 文殊菩薩、多くの顔や腕を持つ観音菩薩の他、地蔵菩 

 薩や虚空蔵菩薩などがあります。 

③明王（みょうおう）…天台宗や真言宗の密教に見られ 

 る仏像で、如来の命を受けて反仏教の存在をやっつけ 

 る強く怖い姿になります。大日如来の使者である不動 

 明王、愛染明王があります。 

④天（てん）…仏法を守る神となり、天界に住むので天 

 と呼ばれます。四天王、金剛力士、十二神将など甲冑 

 を付けた男性天、吉祥天、弁財天などの女性天、梵天 

 帝釈天、大黒天、訶利帝母、歓喜天の他、眷属として 

 八部衆や十二神将、二十八部衆など多種多様に存在します。 

 時間をいただければ、まだまだ紹介したいことが沢山あります…」 

 【いただいたアンケートより】川瀬講師には全てお届けしました。 

「円鏡寺をはじめ県内の美しい仏像の数々を教えていただきました。 

善忠先生の仏像教室は初めて拝聴しましたが、仏像を通して心の依り

所であった当時の人々の思い、仏像を見る視点などが学べると思いま 

す。私も、仏像が好きで（善忠先生が仏像についてお話をされている

ことを知ってから）小学校の修学旅行に行く前に、仏像の種類を伝え 

見比べられる子どもたちにと願い仏像教室を行うこともありました。 

ぜひ続きを聞かせていただきたいと思います（本巣市教育委員会 学校 

教育課 学務指導係長：安藤紀明氏）」 

講演会は、大野琴美会計の進行、林明夫顧問による講師紹介で進め 

                       られ、神谷肇副会 

                       長の閉会挨拶にて 

                       無事幕を閉じたの 

                       でした。 

順に大野会計、林顧問、神谷副会長、安藤紀明氏（感想掲載者） 

                    

    浄土真宗本願寺派善立寺住職  川瀬 善忠（Zentyu）先生 

「これはほおずきですが、皆さんには仏壇を 

彩る植物として知られていますね。漢字では 

鬼灯と書くのです。その語源・由来を調べた 

り遊び方を教えたりするのが元々好きでした。 

好きが高じて、今実際に畑で育ててもいます。 

今ではたくさんの野菜を育てることが得意になっています。品評会や 

カフェギャラリー縁舎(ENSHA)のお店に出して喜ばれる程の腕前にな 

りました。家内手製のみょうがぼちを食べ、遊びにも来てください。 

                    私が初めて仏像の展示に 

                   関わったのは岐阜県博物館 

に勤めたのがきっかけで、 

『濃飛の仏像展』からです。 

日本の仏像は、その美しさ 

や数の多さにおいて世界に誇るべきものと思います。そうした芸術性 

ばかりでなく、ごく身近な存在として日常のなりわいの中で親しまれ、 

癒しをいただけるような役割を、私は期待しております。 

 仏像のもとになるのは仏教の開祖であるお釈迦様（ｺﾞｰﾀﾏ･ｼｯﾀﾞｰﾙﾀ） 

です。紀元１世紀頃にはガンダーラやマトゥラーの地で仏像の原型が 

生み出され、やがて日本に伝わり奈良時代には日本独自の「きまり」 

が加えられました。多くの『経典』にまとめられております。 

 仏像の種類は、主に４種類に大別されます。 

① 如来（にょらい）…修行をして悟りを開いた者 

を意味します。お釈迦様が元になりますが、薬 

 師如来、阿弥陀如来、大日如来などが造像され 

 るようになりました。坐像、立像とありますが、 

 法衣をまとうだけで装身具は持っていません。 

 

講演：仏像の魅力 映像と共に 


